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「国際ヨガの日」 

 

上：ジャルカンド州の州都ランチ―にて開催 

された参加者約 3 万人のヨガイベント 
（2019年 6月 21日） 

 

下：初めての「国際ヨガの日」 
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人がモディ首相と共にヨガの実践イベントに参
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Prof. Siddharth Singh, Director,Vivekananda Cultural Centre 

Embassy of India, Tokyo 

在京インド大使館 ヴィヴェーカーナンダ文化センター所長 

シッダールト・シン教授 

サンスクリット語について 

「サンスクリット(Sanskrit)」という言葉は、もともと「洗練された」「純粋な」という語義を持っています。

古代インドで、サンスクリット語は「神々の言葉」（Dev Bhasha / Devavani)であると考えられていました。サ

ンスクリット語は世界で最も古い言語と考えられており、世界最古の文学が記された言語として世界的に認識さ

れています。インドのすべての言語や、シンハラ語、ビルマ語、マレー語など近隣地域の言語は、文明の発展に

対応して語彙を増やすため、サンスクリット語から多くの言葉を取り入れました。興味深いことに、日本語にも、

サンスクリット語を起源とする言葉が多くあります。 

サンスクリット語の36の子音と16の母音のそれぞれの音は、最初期から厳密に決まっており、これまで変更

されたり、改変されたり、改良されたりしたことはありません、サンスクリット語のすべての言葉は常に、現在

と同様に発音されてきました。音の移動もなければ、母音体系の変更もありませんでした。また、サンスクリッ

ト語の文法において、単語の形成に関連して新たな法則が追加されたこともありません。その理由は、サンスク

リット語の性質と形成における絶対的な完成度の高さにあります。 

 

サンスクリット語の重要性 

この独特な言語は、インドの人々の知恵をよく表しているだけでなく、正しい知識を身につけるための比類の

ない正しい方法を含んでおり、したがって全世界の人々にとっても意義深いものです。サンスクリット文学に影

響を受けていない生活の側面はほとんどありません。サンスクリット文学の語彙は、詩や演劇、医学、数学、科

学、技術などの世俗的科学や、哲学、倫理、ヒンドゥー教、仏教、ジャイナ教などインドの古代信仰の「法」（ダ

ルマ）思想などの豊かな伝統を包含しています。また、サンスクリット語は、ヒンドゥー教の宗教儀式や仏教の

一部の実践において、賛美歌や真言といった形式で広く用いられています。 

サンスクリット語は、インド亜大陸に根付いた言語ですが、現在では世界中で話され、親しまれています。オ

ーストラリア、ドイツ、イギリス、アメリカや、ヨーロッパ諸国の多くを含む世界の国々で、このインド亜大陸

土着の言語を復興しようとする試みが続けられています。 

中国、バングラデシュ、ブータン、マレーシア、ミャンマー、韓国、ベトナム、南アフリカ、ブラジル、カナ

ダ、アメリカ、メキシコ、イスラエル、ベルギー、フィンランド、フランス、ドイツ、イギリス、ロシア、スペ

イン、スウェーデン、スイス、オーストラリア、フィジー、ニュージーランド、その他の数カ国には、サンスク

リット語の専門課程があります。これらの国では、北京大学、テルアビブ大学、パリ大学、ミュンヘン大学、ク

イーンズランド大学、オーストラリア大学、オックスフォード大学、ハーバード大学などの国際的な名門校が様々

なサンスクリット語のコースを提供しています。 

学術界では、仏教を学ぶ学生は、サンスクリット語の学習を奨励されています。サンスクリット語の基礎を理

解するだけでも、大乗仏教や金剛乗仏教のサンスクリット語の経典や、チベット語や中国語の経典の理解を深め

る大きな助けとなります。 

現在の英語圏では、「Samsara（輪廻）」、「Dharma（法）」、「Mantra（法）」、「Pandit（賢者、尊師）」、「Nirvana

（涅槃）」など、多くの仏教用語がサンスクリット語のまま使われています。上座部仏教徒は当然パーリ語やパー

リ語の用語を使いますが、それ以外の仏教徒は、古来から受継がれてきた原型として、サンスクリット語を好ん

で使用しています。 

サンスクリット語が宗教的言説の言語として採用されたのは、後期仏教の時代に入ってからです。紀元後間も

ない頃、クシャナ朝（30-375年）の支配下にあったインド北西部の仏教徒がサンスクリット語を共通語として採

用したため、大乗仏教の文献はすべてサンスクリット語で編纂されたと考えられています。大乗仏教は、その歴

1. サンスクリット語の重要性と  
"Little Guru" アプリについて 

Importance of Sanskrit and the “Little Guru” App 
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史の中で、南アジア、中央アジア、東アジア、東南アジアへと広がっていきました。したがって、サンスクリッ

ト語の論蔵は、中国、台湾、モンゴル、韓国、日本、ベトナム、ネパール、マレーシア、ブータンの仏教伝統に

影響を与え、それらを形成していきました。 

 

サンスクリット語と日本 

仏教は日本にも大きな影響を与えました。真言宗は平安時代（794-1192）の最も重要な宗教でした。この時代

の代表的な知識人は、僧侶の空海（773-835）です。空海は、仏典を翻訳で学ぶことの難しさと、サンスクリッ

ト語の原文の意味と発音の両方を理解することの重要性を指摘し、「サンスクリット語原典を読まなければ、母音

の質を区別することはできない。だからこそ、原典に立ち返らなければならない」と述べています。  

サンスクリット語は、二つの経路で日本に伝わりました。サンスクリット語（梵語）の研究と、もうひとつは、

サンスクリット語が日本語の五十音の基礎となったことです。サンスクリット語はもとは口語であったため、文

字がありませんでしたが、紀元前3年にブラーフミー文字、紀元後3年には、(日本では「悉曇文字」と呼ばれる) 

シッダム文字が使われるようになりました。10世紀以降、現在も用いられているデーヴァナーガリー文字がサン

スクリット語向けに開発されました。8世紀から9世紀にかけて日本人がサンスクリット語を学んだ時代には、

サンスクリット語は悉曇文字と同義であると認識されていました。サンスクリット語が中国に伝わると、中国人

はサンスクリット語の音を発音の似た漢字で書き表しました。その後日本人は、サンスクリット語を書き表した

簡体字を再び開発して、日本のアルファベットである「かな」を作り出しました。 

日本人は、自分たちが学んだインドの文字体系を「悉曇（しったん）」と呼んでいました。この言葉は、サンス

クリット語の siddham（「完成」）に由来し、仏教独特の混淆的なサンスクリット語を書くための文字を意味しま

した。日本の仏教各宗派の教義の起源は、古代サンスクリット語で書かれた大乗経典に辿ることができますが、

一般の日本人だけでなく、仏教の僧侶でさえも、サンスクリット語との繋りを忘れているようです。 

言語学者のジェームス・H・バックは、「日本でサンスクリット語の研究が行われていなければ、現在のような

五十音表は存在しなかっただろう」と記しています。古代の日本の学者たちは、デーヴァナーガリー文字から日

本語の音に対応する音を抽出し、デーヴァナーガリー文字と同じ順序で日本語の五十音を配列しました。文書と

しては1204年の文献に初めて現れた日本語の文字・発音表は、17世紀から固定されたものとなりました。サン

スクリット語の学習には最も便利であるデーヴァナーガリー文字の配列は、日本語史を研究する学者たちによっ

て日本語に応用されました。デーヴァナーガリー文字の配列は、情報を整理するのに便利な手段であり、日本で

応用された初期は、おそらく、初期の英語辞書が、現在のアルファベットと同じ文字配列で編纂されたのと同じ

ような状況であったことでしょう。それらの文字列が開発された主な目的は外国語の研究でしたが、英語にとっ

てその外国語とはラテン語であり、日本語にとってはサンスクリット語だったのです。 

(参考文献：グーグルサイトに掲載されている"The Influence of Sanskrit on the Japanese Sound System - 

संस्कृता  वाक्." (n.d.). https://sites.google.com/site/sanskrtavak/home/resources/sa-ja） 

 

Little Guru」アプリ: ゲームで楽しくサンスクリット語を学習 

インド政府文化関係評議会（ICCR）は、GamappSportswizz Technologies社と共同で世界初となるゲーム形

式のサンスクリット語学習アプリ「Little Guru」を開発しました。サンスクリット語を学習するためのアプリや

ウェブサイトは多数ありますが、「Little Guru」の特徴はゲーム技術を用いていることで、最新のAI駆動技術と

古典的なデザインを用いたゲーム形式

のアプローチにより、ユニークで魅力

的な学習体験が提供されています。ま

た、その高度なユーザーインターフェ

ースによって、サンスクリット語の学

習が簡単で楽しいものになっています。 

サンスクリット語の学習は、インド

の文化や遺産を発見するための道であ

るという信念のもと、このアプリでは、

アルファベットから、会話、読むこと、

文章を書くことまで、さまざまなレベ
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ルのサンスクリット語を学習することができます。つまり、サンスクリット語の基礎から上級まで、さらにはも

っと高度な内容も学べるのです。 

「Little Guru」アプリは、すべての年齢層を対象としています。ですから、あなたが学生であっても、または

サンスクリット語でキャリアを積みたい人であっても、個人的な信仰のためにサンスクリット語を学びたい人で

あっても、「Little Guru」は、まさにあなたにぴったりのアプリです。 

「Little Guru」アプリは、以下のリンクからからダウンロードできます  

Google Play: hbit.ly/3mDhnXo   App Store:  //apple.co/3t8tAWv 

 

 

Importance of Sanskrit and the “Little Guru” App （英語原文） 

 

Introduction to Sanskrit 

Sanskrit, which literally means "refined" or "purified", was considered as "Dev Bhasha", "Devavani" or the 

language of the Gods by ancient Indians. Sanskrit is believed to be the most ancient language in the world. It 

is universally recognized as the language containing the earliest literature in the world. For expanding the 

vocabulary to cope with the development of civilization, all languages of India and some of the neighbouring 

languages like Singhalese, Burmese and Malaysian depend heavily on Sanskrit loan words. It is interesting 

to know that Japanese too also contains a good number of Sanskrit words.  

The sound of each of the 36 consonants and the 16 vowels of Sanskrit is fixed and precise since the very 

beginning. They were never changed, altered, improved or modified. All the words of the Sanskrit language 

always had the same pronunciation as they have today. There was no ‘sound shift,’ no change in the vowel 

system, and no addition was ever made in the grammar of Sanskrit in relation to the formation of the words. 

The reason is its absolute perfection by its own nature and formation. 

 

Importance of Sanskrit  

This unique language contains not only a good account of wisdom for the people of India, but it is also an 

unparalleled and right way to acquire proper knowledge and is thus significant for the people of the entire 

world. There is hardly any aspect of life untouched by Sanskrit literature and the corpus of Sanskrit 

literature encompasses a rich tradition of poetry and drama, secular sciences like medical science, maths, 

science, technology, philosophy, ethics and dharma ideas of Hinduism, Buddhism, Jainism and other ancient 

Indian faiths. Sanskrit is also widely used as a ceremonial language in Hindu religious rituals and in some of 

the Buddhist practices in the forms of hymns and mantras.  

It is a language rooted in the Indian subcontinent, but is now spoken and cherished all around the globe. 

Many countries across the world, which include western countries such as Australia, Germany, the United 

Kingdom, the United States, and many European countries, are continually trying to revive this indigenous 

diction. 

China, Bangladesh, Bhutan, Malaysia, Myanmar, South Korea, Vietnam, South Africa, Brazil, Canada, 

USA, Mexico, Israel, Belgium, Finland, France, Germany, UK, Russia, Spain, Sweden, Switzerland, 

Australia, Fiji, New Zealand, and several other countries offer professional courses in Sanskrit. In these 

countries, prestigious international universities such as Beijing University, Tel-Aviv University, University of 

Paris, University of Munich, University of Queensland, University of Australia, University of Oxford, and 

Harvard University offer a variety of Sanskrit courses.  

In academia, students of Buddhism are encouraged to study Sanskrit for even a basic understanding of 

the Sanskrit is a substantial aid in understanding the ancient Buddhist Sanskrit texts of Mahayana and 

Vajrayana as well as Tibetan and Chinese texts.  

In the present English speaking World, a lot of commonly used Buddhist terms are Sanskrit like, Samsara, 

Dharma, Mantra, Pandit and Nirvana etc. Theravada Buddhists naturally use the Pali language and its 

https://t.co/XsRGChFC8E?amp=1
https://t.co/XsRGChFC8E?amp=1
https://t.co/UypPMVBHTO?amp=1
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terms, though, with everyone else, there is a decided preference for Sanskrit terms, which are seen as 

original and default.  

Sanskrit was adopted as a language of religious discourse during a later phase in Buddhist history. It 

seems sometime shortly after the start of the common era, the Buddhists of northwestern India under the 

Kushana dynasty (30-375 CE) adopted Sanskrit as their lingua franca, that is why the entire Mahayana 

literature was produced in Sanskrit. In the course of its history, Mahayana Buddhism spread throughout 

South Asia, Central Asia, East Asia and Southeast Asia., therefore, Sanskrit Buddhist treatises influenced 

and shaped the Buddhist tradition of China, Taiwan, Mongolia, Korea, Japan, Vietnam, Nepal, Malaysia, 

and Bhutan thoroughly. 

 

Sanskrit and Japan 

Buddhism also had a major impact on Japan and the esoteric True Word (Shingon) Sect was the most 

important religion of the Heian Period (794-1192). The leading intellectual figure of this period was the priest 

Kukai (773-835). Noting the difficulty of studying the Buddhist texts in translation and the importance of 

understanding both the meaning and pronunciation of the Sanskrit original, Kukai wrote, “Unless one reads 

the Sanskrit original it is impossible to distinguish the qualities of the vowels. That is why we must go back 

to the source.”  

The Sanskrit language was introduced to Japan in two ways: in the form of Sanskrit studies as well as by 

means of constituting a basis for the creation of the Japanese alphabet. Sanskrit originally had no script, as 

it was an orally communicated language, but came to use the Brahmi script in 3rd BCE, and then the 

Siddham script in 3rd CE. After the 10th century, the current Devanagari script was developed for Sanskrit. 

Thus, when the Japanese studied Sanskrit from the 8th to 9th centuries, Sanskrit was synonymous with 

Siddham. When Sanskrit came to China, the Chinese people described Sanskrit sounds through Chinese 

characters with a similar pronunciation. Then, the Japanese digested Sanskrit through simplified Chinese 

characters, which re-developed into the Japanese alphabet, Kana. 

The Indic writing system which the Japanese knew was called shittam (悉曇) by them. This term comes 

from the Sanskrit siddham (“may it be perfected”), and denotes the script used to write Buddhist Hybrid 

Sanskrit. The doctrinal origin of all the Japanese Buddhist sects may be found in ancient Sanskrit 

Mahayana Sutras, but not only common Japanese people but even Buddhist priests have forgotten this 

connection.  

A linguist, James H. Buck writes, “the Japanese syllabary of today would probably not exist in its present 

arrangement had it not been for Sanskrit studies in Japan. Scholars of ancient Japan extracted from the 

Devanagari those sounds which corresponded to sounds in Japanese and arranged the Japanese syllabary in 

the Devanagari order. First appearing in a document dated 1204, this arrangement has been fixed since the 

17th century. This arrangement was most convenient for the study of Sanskrit and was later applied by 

scholars of the history of the Japanese language. It was a convenient means to order information and 

perhaps, even, its early use has a parallel in the earliest English dictionaries which were arranged according 

to our present alphabet, but whose major purpose was the study of a foreign language – for the English it 

was Latin; for the Japanese, it was Sanskrit.” (The Influence of Sanskrit on the Japanese Sound System - संस्कृता वाक्. 

Google Sites. (n.d.). https://sites.google.com/site/sanskrtavak/home/resources/sa-ja).  

 

Little Guru App: A funny way to learn Sanskrit through Games 

Indian Council for Cultural Relations (ICCR), Government of India has collaborated with 

GamappSportswizz Technologies to develop “Little Guru”, the world’s first Gamified Sanskrit learning App. 

There are many apps/websites available for learning Sanskrit, but the unique feature of Little Guru is that it 

uses gaming techniques. This gamified approach to learn Sanskrit by using the latest AI-driven technologies 
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and classical designs is developed to provide a unique and engaging learning experience, and its advanced 

user interface ensures that learning Sanskrit is easy and fun. 

With the belief that learning Sanskrit is a path to the discovery of Indian culture and heritage, this app 

teaches different levels of Sanskrit starting from alphabets to speaking to reading to writing text, which 

means you get to learn from Sanskrit basics to advanced Sanskrit and everything beyond. 

The Little Guru application is for all age groups. So, even if you are a school student or someone who 

wants to pursue their career in Sanskrit or if you want to learn Sanskrit for your personal beliefs, Little guru 

is the right place for you. One can download the Little Guru app on Google Play: hbit.ly/3mDhnXo and App 

Store://apple.co/3t8tAWv. 

 

シッダールト・シン (Siddharth Singh) インド、バナーラス・ヒンドゥー大学にて博士学位取得後、 2003-2004年、国際交

流基金フェローシップにより、国際交流基金関西センター（大阪）にて「近現代日本におけるパーリ仏典研究」のテーマで研

究を行う。2005年Vadrāyana Vyās President賞（インド）受賞。2011-12 年、フルブライト・シニアリサーチフェローシッ

プによりアメリカ、コロラド大学 にて研究。現在は在日インド大使館 ヴィヴェーカーナンダ文化センター長およびバナーラ

ス・ヒンドゥー大学教授。この間スウェーデン、日本、中国、タイ、ベトナム、スリランカ、ミャンマーなどの大学・研究機

関で授業、研究も行っている。専門分野はパーリ仏典、上座部 仏教を中心としたインドの宗教研究。主な著書に

Saddhammasangaho (13世紀までのインド仏教史、パーリ・テキスト校訂および翻訳研究）等がある。 

 

 

お知らせ：月刊インド2021年1月号に掲載したシン博士の記事「日本の神々の体系に反映された日印文化の混

淆」の英語原文をホームページ追加掲載いたしました。 The original English text of Prof. Singh’s previous 

article " India-Japan Cultural syncretism reflected in Japanese Pantheon of deities" is recentrly added to JIA 

Website.  

  

about:blank
about:blank
about:blank


 

8 
月刊インド 2021 年 6 月号 

綿花収穫の様子 

一般財団法人PBPCOTTON 代表理事 葛西龍也 

 

2021年2月に「Self Development Goals 〜SDGs時代のしあわせコットン物語～」を出版しました。この本

は、民間企業に勤めるひとりのサラリーマンであった私が、2008

年にスタートしたインドでの有機綿（オーガニックコットン）

栽培農家支援のプロジェクトの軌跡を綴ったものです。もとも

と社会貢献や国際貢献に興味があったわけでも、学生時代にバ

ックパッカーをしていたわけでもなく、辛いものも汚いものも

苦手。会社がインド生産やインド市場進出に力を入れていたわ

けでもない。そんな私がなぜこのプロジェクトを始めることに

なり、続けることになり、書籍を出版することになったのか。

そのことについて記させていただければと思います。 

 

きっかけは 9.11 

 私は1999年にカタログ通信販売の株式会社フェリシモに新卒で入社し、ファッション部に配属されました。

洋服を企画したり、ブランドのホームページを作成して、商品の受注を受けたり、という仕事をしていました。

入社3年目の2001年9月11日、ニューヨークの世界貿易センタービルに飛行機が突っ込み、同時多発テロ事件

が起きました。翌月にはアフガニスタンへの空爆も開始され、テレビの映像は毎日悲惨なものになっていきまし

た。そんな時、当時担当していたブランドのホームページに一通のメールが寄せられました。そこには「毎日繰

り返し放送される悲惨な映像に心が傷んでいます。きっとみんなそう思っています。なんとかできませんか？」

とありました。悲惨だなあ、と他人事のように思っていた自分が、当事者として事件を考えることになった瞬間

でした。デザイナーにこの事を伝え、胸にLOVE&PEACEとプリントされた300円の基金付きのTシャツをお

客さまとインターネットの投票によって企画し、新聞の全面広告で発表しました。驚くほどの勢いでご注文をい

ただき、1年間で7万人ものお客さまにTシャツをお届けし、2,100万円の基金が集まり、ニューヨークとアフ

ガニスタンそれぞれで親を失った子どもたちの緊急・自立支援に活用することができました。 

 

PEACE BY PEACE COTTON PROJECTとは 

LOVE&PEACEプロジェクトで生まれたTシャツはシリーズ合計20万枚を販売し、多くの基金を集めるこ

とができました。そんな時、ある人から「Tシャツを20万枚も売って、どれだけのインドの農家が自殺したか

わかっているのか」と言われました。その時はじめて、Tシャツの原料となる綿花を栽培しているインドの農家

がどんな状況に置かれているのか、という現実を知ることになりました。インドは世界有数の綿花生産地ですが、

その栽培に使われる農薬や化学肥料・そして遺伝子組み換えの種子の購入のために多くの農家が借金をします。

うまく収穫が上がれば良いのですが、文字が読めなかったり、用法を間違えたり、そもそもその土地に合う種や

肥料ではなかったり、多くの農家がうまく収穫を上げることができません、そうなると借金の返済ができず、年

間3万人とも言われる農家が借金苦から自殺しています。借金の原因となるものを使わずに綿花を栽培する農法

こそが有機農法であり、有機栽培された綿花をオーガニックコットンと呼びます。 

 

私がこの事実を知った2008年は、奇しくも日本にファストファッションが上陸した、と言われている年です。

これから世界中で販売されるお洋服の値段がどんどん安くなる。洋服の単価が下がって、かつ業界の売上が上が

るということは、単純に生産される数量が増えるということです。使われる原料としての綿花の量も増えていく

わけですから、自殺者もどんどん増えてしまうのではないか。自分の仕事の背後に、そんな現実があったことを

知り、なんとかしたい、この悪循環を断ち切りたい、という思いに突き動かされました。 

2. インドでの有機綿（オーガニックコットン） 
栽培農家支援の循環型プロジェクト 

Peace by Peace Cotton Project：To Make Happy Circulation of Fashion 
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PEACE BY PEACE COTTON PROJECTの 
循環のしくみ 

インド産のオーガニックコットンでできた製品を開発し、基金をつけて消費者に販売し、その基金を活用して

インドの農家の有機農法への転換を支援する。できたコットンを使って製品を開発し、さらに基金をつけて販売

する。この循環を続けていくことができれば、悪循環を善循環に変えていくことができるのではないか。そう考

えて、インド産の有機綿を使った製品の開発と販売を進めていきました。この活動をPEACE BY PEACE COTTON 

PROJECTと名付けました。 

 

いざインドへ 

製品を開発して販売する事は本業ですから、色々と課題はあったものの、なんとか順調に進んでいきました。

同時に、集まった基金を活用して農家の有機農法への転換を支援するスキームを構築する必要がありました。ま

ずは製品を供給してくれているメーカーさんに話を聞いたのですが、それは生地屋さんに聞いてくれ、と言われ、

生地屋さんに聞くと、それは糸屋さんに聞いてくれ、と言われ、糸屋さんに聞くと、綿屋さんに聞いてくれ、と

言われ、まさに糸をたどるようにインドにたどり着いたのです。それまでインドに行ったことも興味を持ったこ

ともなかった私にとっては、まさに想像を超える苦労が次々に発生しました。 

まず、自殺するほど苦しんでいる農家がいるのだから、支援先にたどり着くことはそれほど難しいことだとは

思っていなかったのです。実際、目の前に現れるインドの人たちは、みな「自分に任せてくれたら農家は幸せに

なる」と言ってくれました。しかし、そういう人たちが農家を搾取しているケースが多いという事を知りました。

農家はサプライチェーンの末端にいますので、売ってくれる人を通じ

て川をさかのぼっていっても、農家に支援金がたどり着くまえに搾取

されてしまうというのです。また、農家に農薬や化学肥料や遺伝子組

み換えの種を売っているのもサプライチェーン上のプレイヤーである

ことも多いと言います。本当に農家の事を考えて、支援をしていくた

めには、NGO のような団体と組んで、直接支援をしていくしかない。

しかし、NGO大国とも言われるインドで、日本から来たいちサラリ

ーマンが簡単に信頼できるパートナーと出会うことはとても難しいこ

とでした。 

藁をもすがる思いでたどり着いたJICAインド事務所で、切々と状

況を訴え、当時の次長だった山田浩司さんの力をお借りして、なんと

かパートナー選定に進むことができました。山田さんからは、インドの綿農家の窮状についてより詳しく教えて

いただきながらも、さらなる課題もいただくこととなりました。農家の子どもたちは児童労働をさせられている

ケースが多く、学校に通うこともできずに過酷な労働に苛まれているというのです。農家が自殺しなくて良くな

れば、子どもは働かされていても良いですか？という問いに、それはいけません。と答えました。プロジェクト

参加の条件として、児童労働をやめさせ、子どもを学校に行かせるという取り組みも開始しました。 

 

オリッサ州でプロジェクトを開始 

プロジェクト着想から3年目の2010年、現地NGO であるチェトナ・オーガニックとパートナーシップを結

び、オリッサ州の農家を対象にプロジェクトをスタートすることができました。 

オリッサ州の農家は指定カースト（SC）、指定トライブ（ST）である事も多く、児童が高等教育に進める事は

稀である、という話も聞き、成績優秀な児童には高等教育に進むための奨学金も授与することを決めました。イ

ンド産有機綿を使用した製品を基金付きで販売し、基金を活用してオリッサ州の農家の有機農法への転換を支援

し、農家の子どもたちの学校への就学・復学支援を行い、高等教育への奨学金を授与するというサイクルが回り

始めたのです。 

実際にプロジェクトをはじめると、課題というものは複雑に連鎖しているのだ、ということを知ることとなり

ました。閑農期における収入確保の問題、農村における女性の地位向上という課題、電力不足、水不足、トイレ、

学校に子どもが戻ったので先生が不足した、そもそも近くに学校がない…次から次へと寄せられる課題に、その

都度できることを模索し、パートナーとともにできることを実施していく、という日々でした。 

2015年9月25日、国連は総会において「持続可能な開発のための2030アジェンダ」を採択しました。いわ

ゆるSDGsです。世界中で様々な自治体や企業がこの目標に取り組んでいます。 
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コロナ禍で出荷停止を受けて廃棄となる綿花 

プロジェクト開始時はSDGsという言葉はなかったのですが、2015年に発表された時に改めて活動を振り返

ってみたところ、SDGsの17の目標のうち、15の目標に取り組むことになっていました。 

なかでもNo.17のパートナーシップに関しては、切実な思いがあります。普段は普通に日本でサラリーマンと

して働いていますから、どうしても、時間も人手も足りません。社内で部活をつくり、有志をつのって、業務時

間外にインドに向き合いました。組織ですから、異動もありますし、せっかく出会った社外の有能な人たちも、

時間の経過とともに異動されたり、組織がなくなったり、そのたびに後任の人にお願いに行ったり、新しいパー

トナーを探し続けました。ひとりだけで、一社だけで取り組むことがそもそも不可能である、という実感を強く

持っています。 

 

そんなこんなで10年が経過し、総額1億円を超える基金を集め、オリッサ州だけでなくテランガーナ州にも

支援を拡大し、プロジェクトに参加した農家が12,000世帯を超えた2017年、一般財団法人を設立し、活動をオ

ープン化しました。これまでの一社のCSR活動の枠を超え、業界の垣根も超え、課題に取り組むための構造を

作ることができました。繊維商社やインドの紡績会社、ICTベンダーなど多様なフィールドの方々に法人会員と

して財団に参加してもらい、より多くの皆様にインドの綿農家の現状を知ってもらい、日頃身に付けるコットン

製品について考えるきっかけを提供するために日々活動を続けています。 

 

インドが教えてくれたこと 

このような苦しい日々の中、何度もプロジェクトを辞めようと思ったのですが、その度にインドの神様によっ

て進むべき道を示されました。中でも記憶に残っているのが、自分の部署だけではもうリソースを賄えなくなり、

誰か別の会社にプロジェクトを譲ろうか、と話していた車中で突如車が止まらなくなり、ブレーキが壊れた時。

このときは、神様が止まるな、と仰っているという啓示と受け止め、社内で活動をオープンにしました。数年後、

いよいよ社内でもリソースを賄えなくなり、本当にプロジェクトを終了しようか、と車中で話していた時、今度

は突如車が爆音を上げて止まってしまい、エンジンが壊れてしまいました。これは、エンジンを載せ替えろ、と

神様が言っているのか、と思い、財団設立を決意しました。 

本誌をお読みになられている読者の皆様は私よりも何倍もインドにお詳しい方々が多いでしょうから、きっと

そういうご体験をたくさんされていることと思います。とにかくインドの神様にやれと言われているのでプロジ

ェクトを続けている、という面も確実にあります。 

 

コロナ禍であらわになったグローバルサプライチェーンのひずみ 

2020年、世界を新型コロナウイルス禍が襲いました。世界中でロックダウンが行われ、小売店が店を閉めまし

た。サプライチェーンは時間軸を持って繋がっているので、今年採れた綿花が今年の店頭に並ぶわけではなく、

通常一年以上かけて店頭に並びます。しかし、取引は瞬間でつな

がっていました。小売店が店を閉めたことで発注していた製品の

供給をストップし、支払いが滞りました。メーカーは生地屋への

支払いを止め、生地屋は糸屋への支払いを、糸屋は紡績工場への

支払いを、紡績工場は綿花商への支払いを止めました。すると農

家は、栽培した綿花が購入してもらえず、3月には収入が途絶え、

今日食べるものもない、という状況になりました。財団では基金

を緊急拠出し、当座の資金援助を行いました。するとすぐに追加

の支援要請が来ました。今年栽培する綿花の種が買えないから助

けて欲しい、と。種を植えることができなければ、秋に収穫する

綿花が得られません。農家にとっては、まさに今も、未来も、一瞬で真っ暗になった事態でした。すぐに種の購

入資金を緊急拠出し、なんとか綿花を植えてもらうことができたのですが、この事はグローバルサプライチェー

ンに関する大きな示唆を与えてくれました。みんなが今日を生きることに困窮した瞬間に、未来への投資として

の種を植えることができなくなるのだと。それから一年。インドにおけるコロナ禍はさらに厳しさを増していま

す。せっかく学校に行けるようになった子どもたちは、もう一年間も学校に行けていないと聞きます。今年度は

そのあたりのサポートも強化していこうと考えています。 
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SDGsの達成のために、みんなが分断せずつながること 

あえてこのタイトルで書籍を出版したのは、SDGsの達成には、トップダウンだけではなく、一人ひとりが主

体的に自身の事として課題解決に取り組むことが大切である、という気づきによるものです。また、SDGsの達

成には、資金を寄付する／ボランティアをするというような価値移転の活動だけでなく、ビジネスの視点・永続

的発展の視点が欠かせません。このプロジェクトは、アパレルのみならず、様々な業界の皆様に関与いただくこ

とで大きな広がりを生んでいきます。物流の課題、建設の課題、教育の課題、日用品の課題… ゴールは分断し

ているのではなく、すべて繋がっています。SDGsの表層だけがなぞられるケースが多い中、本誌をお読みの皆

様にもぜひ仲間になっていただき、ともに未来のしあわせな社会を作っていければと思っています。書籍も是非

ご一読ください。 

 

葛西 龍也（かさい たつや） 
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共創と社会課題の解決」をモットーにさまざまなプロジェクト、市場開発、事業開発、事業提携に関与。株式会社フェリシモ

執行役員を経て、株式会社 cd.代表取締役。株式会社LOCCO取締役。一般財団法人 PBPCOTTON 代表理事。
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1 内政 

【州議会選挙】 

5月2日 

アッサム州、西ベンガル州、タミル・ナドゥ州、ケララ州、ポンディチェリ準州における各州議会選挙の開票が

実施された。 

 

【西ベンガル（ＷＢ）州】 

5月5日 

ママタ・バナジー（草の根会議派：AITC）ＷＢ州首相が、同州首相に再任した。 

5月28日 

モディ首相は、インド東部を襲った大型サイクロンによる被害状況の確認と州政府関係者との打ち合わせの為

WB州を訪問し、バナジー同州首相と会談を行った。会談後、モディ首相他WB州知事等の関係者を含めた打ち

合わせが予定されていたが、バナジー同州首相はこれを欠席し、被災地の視察に向かった。その後、中央政府か

らWB州首席次官に対し解任命令が出されたが、バナジーWB州首相はこれに反発。同首席次官は、同命令を拒

否する形で同職を辞職し、バナジー州首相の首席顧問に就任した。 

 

【タミル・ナドゥ（ＴＮ）州】 

5月7日 

ＭＫスターリンＡＩＡＤＭＫ（全インド・アンナ・ドラヴィダ進歩党）党首が、ＴＮ州首相に就任した。 

 

【コングレス】 

5月10日 

コングレスは、今次州議会選挙における敗北を検証する委員会を立ち上げる旨及び延期され続けているコングレ

ス総裁選挙を6月に再延期する旨発表した。 

  

3. インドニュース(2021年 5月) 

News from India 

 

https://pbpcotton.org/
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【アッサム（ＡＳ）州】 

5月11日 

ヒマンタ・ビスワ・サルマ（BJP）前ＡＳ州財務大臣が、同州首相に就任した。 

 

【ケララ（ＫＬ）州】 

5月25日 

ピナライ・ビジャヤン（インド共産党マルクス主義派：CPI（M））ＫＬ州首相が、同州首相に再任した。 

 

【農民の抗議運動】 

5月26日 

農民団体が、農業関連法に反対する抗議運動の開始後6か月が経過したことを受け、農民団体が同日を「ブラッ

ク・デー」と称し、デリー準州境や近隣州で黒い旗を立てる等の抗議運動を行った旨報じた。同抗議運動に先立

ち、コングレス等の12の野党は同抗議運動を支持する旨の共同声明を発表していた。 

 

【ＢＪＰ】 

5月30日 

現地メディアは、モディ政権が5月30日に満7周年を迎え、政権8年目に入った旨報じた。 

 

2 経済 

【インド経済】 

5月31日、2020年度第4四半期（2021年1―3月期）のGDP成長率が公表され、前年同期比＋1.6％であった。

前四半期の＋0.5％から2四半期連続で成長ペースは加速した。また、2020年度全体のGDP成長率は▲7.3％と

なった。 

 

3 外交 

（印・ＥＵ関係） 

5月3日 

インド外務省は、印ＥＵ首脳電話会談が実施された旨発表した。 

5月4日 

Ｇ7外相会合出席のため訪英中のジャイシャンカル外相は、ボレルＥＵ外務・安全保障政策上級代表と外相会合

を実施した。 

5月8日 

インド外務省は、印ＥＵ首脳テレビ会談が実施された旨発表した。 

 

（印英関係） 

5月3日－6日 

ジャイシャンカル外相は、ロンドンを訪問し、インドがゲスト国として招待されたＧ7外相会合に出席した。 

5月4日 

インド外務省は、印英首脳テレビ会談が実施された旨発表した。 

5月6日 

Ｇ7外相会合出席のため訪英中のジャイシャンカル外相は、ラーブ英外相とテレビ会談を実施した。 

 

(印米関係) 

5月3日 

Ｇ7外相会合出席のため訪英中のジャイシャンカル外相は、ブリンケン米国務長官と外相会合を実施した。 

5月24日－28日 
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ジャイシャンカル外相は訪米し、ブリンケン米国務長官、オースティン米国防長官、グテレス国連事務総長等と

面会した。 

 

（仏豪印関係） 

5月4日 

Ｇ7外相会合出席のため訪英中のジャイシャンカル外相は、仏豪印外相会合に出席した。 

 

（印・カナダ関係） 

5月5日 

Ｇ7外相会合出席のため訪英中のジャイシャンカル外相は、ガルノー・カナダ外相とテレビ会談を実施した。 

 

（印豪関係） 

5月5日 

Ｇ7外相会合出席のため訪英中のジャイシャンカル外相は、ペイン豪外相とテレビ会談を実施した。 

5月7日 

インド外務省は、豪印首脳電話会談が実施された旨発表した。 

 

（印ブータン関係） 

5月11日 

インド外務省は、印ブータン首脳電話会談が実施された旨発表した。 

 

（印エストニア関係） 

5月21日 

ジャイシャンカル外相は、リーメッツ・エストニア外相とテレビ会談を実施した。 

 

（印仏関係） 

5月26日 

インド外務省は、印仏首脳電話会談が実施された旨発表した。 

 

4 日印関係 

5月5日 

Ｇ7外相会合出席のため訪英中の茂木外務大臣は、ジャイシャンカル外相とテレビ会談を実施した。 

今月の注目点：インドにおける新型コロナ対応のための緊急無償資金協力 

 5月28日、我が国政府は、インドにおける新型コロナウイルス感染症の急拡大への対応のため、新たに約1,480

万ドル（約16億円）の緊急無償資金協力を実施することを決定しました。 

 

1 4月30日に、日本政府は、人工呼吸器300台及び酸素濃縮器300台の供与を発表し、また、5月5日に、イ

ンド側のニーズを踏まえつつ、追加的に最大5,000万ドル（約55億円）の無償支援を行う用意があることを

茂木大臣からジャイシャンカル外相に伝えています。これらを踏まえて、5月14日に、国連プロジェクトサ

ービス機関（UNOPS）を通じて、上記人工呼吸器 300 台の輸送等を実施するとともに、人工呼吸器 500 台

及び酸素濃縮器500台を追加で供与することを発表しました。 

2 今般決定した新たな緊急無償資金協力では、上記の最大 5,000 万ドルの支援の一環として、UNOPS を通じ

て、人工呼吸器 1,000 台及び酸素濃縮器 2,000 台を追加で供与します。これにより、既に発表済みのものと

あわせ、人工呼吸器1,800台及び酸素濃縮器2,800台をインドに供与することとなります。 

3 我が国としては、友好国でありパートナーであるインドが新型コロナウイルスに対処する努力を支援すべく

追加的な緊急援助を行うこととしたものであり、我が国の支援が、インドにおける新型コロナの感染状況の

緩和・収束に寄与することを期待します。 



 

14 
月刊インド 2021 年 6 月号 

 

◆ インド大使館が『デジタル・ダンス・シリーズ』を公式 YouTubeチャンネルにて公開中 

6月4日よりインド大使館は、公式YouTubeチャンネル（https://bit.ly/2P6fhzm）

にて、インドの様々形態のダンスパフォーマンス動画を毎週金曜日配信していま

す。この企画はインド独立75周年記念及び印日国交樹立70周年記念祝賀事業の

一部です。 

スペースの都合で10月8日までの配信スケジュールをご紹介いたします。 

シリーズはそれ以降も続く予定です。 

 

 

日付 Ep.No. アーティスト ジャンル

6月4日(金) Ep.1 アペークシャ・ムンダルギ　 バラタナティヤム

6月11日(金) Ep.2 篠原英子　 オリッシー 

6月18日(金) Ep.3 サヘリーア　 ボリウッド

6月25日(金) Ep.4 カダム・ジャパン 前田あつ子　 カタック

7月2日(金) Ep.5 スナンダ・ミオ　 オリッシー

7月9日(金) Ep.6 嘉手納千夏 ジャンル バングラ&ボリウッド

7月16日(金) Ep.7 ナリーニ・トシニワル　 カタック

7月23日(金) Ep.8 村上幸子　 オリッシー

7月30日(金) Ep.9 松下陽子 バラタナティヤム&カラリパヤットゥ

7月30日(金) Ep.10 サキ・トリパティ　 カタック

8月14日(金) Ep.11 チャクリカ 関本恵子　 ボリウッド

8月21日(金) Ep.12 パウロミ・バーマン　 カタック

8月28日(金) Ep.13 田中裕見子 バラタナティヤム

9月3日(金) Ep.14 福井智美　 オリッシー

9月10日(金) Ep.15 モガリマナミ　 バラタナティヤム

9月17日(金) Ep.16 仲香織　 オリッシー

9月24日(金) Ep.17 富安カナメ　 バラタナティヤム

10月1日(金) Ep.18 みやびカタックダンスアカデミー 佐藤雅子　 カタック

10月8日(金) Ep.19 プラティスタ・プラニク　 バラタナティヤム 

10月8日(金) Ep.20 ニーナ・サクティクマール モヒニアッタム

10月8日(金) Ep.21 ドゥワーニ舞踊グループ バラタナティヤム 

（参考1）我が国のインドにおける新型コロナウイルス感染の急拡大に対する支援 

（1）4月30日、インド側との調整が整えば、酸素濃縮機300台及び人工呼吸器300台を供与する手続を進める

ことを発表（このうち、酸素濃縮器300台は既にインド側に引き渡し済）。 

（2）5月5日、インド側のニーズを踏まえつつ、上記（1）に加えて、最大5,000万ドル（約55億円）の無償支

援を行う用意があることを茂木外務大臣からジャイシャンカル印外相に伝達。 

（3）5月14日、約1,850万ドル（約20億円）の緊急無償資金協力の実施を発表。国連プロジェクトサービス機

関（UNOPS）を通じた支援により、上記（1）の人工呼吸器300台の輸送等を実施し、また、上記（2）の支援

に含まれるものとして、人工呼吸器500台及び酸素濃縮器500台を追加供与。 

（4）今回決定した新たな支援により、上記（2）の支援に含まれるものとして、UNOPSを通じ、人工呼吸器1,000

台及び酸素濃縮器2,000台を追加供与する。 

（参考2）感染状況 

5月27日（現地時間）現在、インドにおける新型コロナウイルス感染状況は、累計感染者数2,736万9,093人、

累計死亡者数31万5,235人に上る。 

4. イベント紹介 Japan-India Events 
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§『これからのインド：変貌する現代世界とモディ政権』 

著者：堀本 武功、村山 真弓、三輪 博樹 （編者）執筆者については下記参照 

出版社：東大出版会  価格：3,800円＋税  ISBN 978-4-13-033082-4 

本書は、3部構成で12論文、終章、インド情報の探し方・文献案内からなる立派なかつ総合的なインド研究の

ための書籍である。監修者及び執筆者は、現代インドに関する権威ある学者から新進気鋭の学者を網羅している。

その多くは、文献案内にも紹介いただいている日印協会季刊誌「現代インド・フォーラム」に執筆経験のある学

者・研究者であり、インドおよびその他の国で活躍中のインド人学者も含まれる。 

論文は、現在のモディ政権に焦点を当て、インドの内政、社会、経済、外交のほか、世界の中でのインドの位

置づけ、インドの課題と今後の方向を幅広く、かつ各専門家が得意分野を執筆している。現代インドを理解し、

研究するために本棚においておくべき文献であると考える。 (日印協会理事長 平林 博) 

目次および執筆者は、下記の通り。 

序論  モディ政権とこれからのインド: 堀本武功・村山真弓・三輪博樹 

第Ⅰ部 2000年代以降のインドの展望 

1. 2010年代のインド政治： 三輪博樹 

2. 2010年代のインド経済： 小島 眞 

3. 大国を志向するモディ外交： 堀本武功 

第Ⅱ部 変貌する内政・国際関係 

4. 2019年インド連邦下院議員選挙： サンジャイ・クマール 

5. モディ政権の「参謀本部」： 佐藤 宏 

6. 拡大するインドと日本の協力関係： プルネンドラ・ジェイン 

7. インド台頭論と2000年代以降の印中関係：伊豆山真理 

8. インド外交とインド太平洋の包摂性： ニディ・プラサード 

第Ⅲ部 変異する経済・社会 

9. 「世界最大の公的雇用プログラム」の政治経済学 

10. デジタル金融サービスを通じた課題解決： 二階堂有子 

11. モディ政権による電力政策： 溜 和敏     

12. モディ政権と「女性問題」： 村山真弓 

終章： 新型コロナウイルス禍に始まる2020年代： 堀本武功・村山真弓・三輪博樹 

インド情報の探し方・文献案内： 坂井華奈子 

  

5. 新刊書紹介 
Books Review 
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§『新たなるインド映画の世界』 

著者：夏目深雪（編、執筆）松岡環、高倉嘉男、安宅直子、岡本敦史、浦川留 

出版社：PICK UP PRESS 価格：2,400円＋税  ISBN 978-4-910502-00-7 

自宅で過ごす時間が増えた今、気持ちが落ち込むあなたにおすすめの一冊です。外出の機会が減った＝（イコ

ール）家でインド映画を見る時間が出来たということ。 

夏目深雪、松岡環、高倉嘉男、安宅直子、岡本敦史、浦川留、6人の

執筆者が、それぞれ違った視点で映画解説しています。「これを見るべき！

インド映画最新作26本」は観るべき映画に迷っている（私のような）

人にはうれしい特集。個々の映画解説の他、合間のコラムも「インドと

裁判制度」、「インドとパキスタン問題」、「インド映画とスポーツ」、「イ

ンドの貧富の差と受験問題」等々があり、以前観て、「ああ、面白かった」

で終わった映画も、解説を読んだあとには「もう一回、じっくり観てみ

よう」という気になります。インド映画通史、お薦め配信作品紹介など、

どこから読んでも楽しめます。 

巻末には、日本で発売されているインド映画ソフト一覧があり、古い

作品を探すのに便利。 

映画は今のインドを深く知るための最強ツール、その攻略本です。 

(日印協会 山本真里枝) 

 

§『日本人のためのインド英語入門』 

著者：本名信行、SHARMA Anamika 出版社：三修社 価格：2,400円＋税   

ISBN978-4-384-05953-3 

「新アジア英語辞典」（本名信行・竹下裕子編著2018年発刊）が筆者のデスクの傍らに常時あり、アジア圏の

リアルな英語に慣れようと思って興味深く親しんでいたが、今回青山学院大の本名信行名誉教授（日印協会個人

会員）から、日本人のためのインド英語の本を寄贈いただいたので、新たに一冊加わった。しかもインド人との

ダイアローグやスピーチなどインド特有の発音に満ち溢れたCD 付きだ。 

近年言うまでもなく、日本とインドの交流が益々活発になっており、タフなインド人とのコミュニケーション

を上手く図ることの大切さが必要になっている。インドと交わる大前提だ。 

本書は、インド英語に特化したもので、インド人と会話すると必ず洗礼を受けるところの、発音の特有さ（ヒ

ングリッシュ）、やや古典的だが極めて正しいグラマーなど、学校ではまず接したことのないもので、筆者も現地

滞在の際、ビジネス交渉やインド人社員との切羽詰まる場面を経験したが、当時これがあったらな、と今さらな

がら思う。 

様々なインド人の英語観とその英語の特徴を、発音、語句・表現、文法の面で極めてコンパクトに第1部でま

とめている。第2部では、「インドのビジネス慣行とインド英語のビジネスレ

ター」と題し、インド人の英語ビジネスコミュニケーション様式を具体例とと

もに示してくれている。第3部では、CD付きでヒヤリングコンプリヘンショ

ンのプラクティスができるように工夫されている。インドビジネスを極めるに

は必読で、常に傍らに置いておきたいと思う。(日印協会事務局長 西本 達生) 

  第1章 インド英語を学ぶ理由 

第2章 インド英語への誘い 

第3章 インド英語のいろいろな発音 

第4章 インド英語の語彙体系 

第5章 インド英語の表現と文章 

第6章 インド英語の文法 

第7章 日本人と英語 

第8章 インドのビジネス慣行 

第9章 インド英語のビジネスレター 

第10章 まずは聞いてみましょう 

第11章 ダイアローグを聞く 

第12章 エッセイを聞く 
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日印協会評議員を務めておられた大島賢三氏が、5月29日に急逝されました。享

年78歳、死因は大動脈解離からもたらされた心嚢血腫の由。 

協会はこの報に接した6月1日、直ちに、協会を代表して森喜朗会長及び理事長

の私が連名で弔電をお送り申し上げました。 

あらためて、日印協会の理事長としてのみならず、外務省での親しい友人（筆者

の3期後輩）として、心からご冥福をお祈りするとともに、令夫人をはじめご家族・

ご親族の皆様方に深甚なるお悔やみを申し上げます。 

外務省の同期生から聞いた話によると、ミャンマーに関するZOOM会議に参加

中、自宅のパソコンを前に失神され、救急車にて病院に搬送されましたが不帰の客

となられた由です。 

 

大使と呼ばせていただきますが、大使は、幼少のころ広島で被爆されましたが大事に至らず、広島大学付属高

校時代にはAFS（アメリカン・フィールド・サービス）にて米国留学、さらに東京大学在学中にはサンケイスカ

ラーシップにて英国留学、東大卒業を待たずに外交官上級試験に合格し、1967年に外務省に入省されました。 

 

外務省では、フランスで研修、フランス、インド、オーストラリア、米国における日本大使館（政務公使、筆

者と同時期）に勤務され、また国内では国際協力事業団（JICA）総務部長、アジア局審議官、経済協力局長（筆

者の2代あと）、総理府（現内閣府）の国際協力本部長など重要なポストを歴任されました。2001年には、コフ

ィ・アナン国連事務総長に請われ国連事務次長（人道問題担当）に就任して世界各地における人道問題の緩和・

解決に尽力されました。次いで在オーストラリア特命全権大使、ニューヨークの日本政府国連代表部筆頭大使を

務められ、インド、ドイツ、ブラジルとともに国連常任理事国改革に尽力されました。 

 

外務省退官後は、その経歴を買われ、JICA副理事長、国会福島原子力発電所事故調査委員、原子力規制委員、

広島大学特任教授、社団法人アフリカ協会理事長、そして日印協会評議員などの要職を歴任されました。 

 

国際感覚豊かな外交官、実務家でしたが、わが国の国益を見据えながら国際協調を図ったバランス感覚抜群の

方でした。大使の識見、経歴はもとよりお人柄も国内外から高く評価され、慕われました。広島生まれ、広島育

ちのご経歴にふさわしく、その御生涯は、文字通りわが国の国際協力や原子力の平和利用問題、および世界の平

和と人道のために捧げられました。 

数ヶ月前、故人から「一外交実務者の個人史」（講談社エディトリアル出版、非売品）が送られてきました。私

にとって貴重なご遺品となりましたが、私蔵するより日印協会の図書棚において一般に公開する方が個人のご遺

志に沿うのではないかと考えています。 

 

本稿は、これまでの交友の思い出を回想しながら、断腸の思いをもって記しました。心からの合掌とともに。 

 

2021年6月 

日印協会代表理事・理事長 平林 博 

  

故大島賢三・日印協会評議員のご逝去を悼んで 

A Tribute to the Memory of the Late Ambassador Kenzo OSHIMA 
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＜ 次回の『月刊インド』の発送日 ＞  

次回7月-8月合併号の発送は、2021年7月21日(水)を予定しております。 

チラシの封入をお考えの方は、日程をご確認のうえ事務局までご連絡下さい。チラシを封入する際には、当該

催事の協会会員に対する割引等特典の配慮をお願いしております。チラシ印刷の前にご一考下さい。また、イン

ド関連イベントの後援も行っております。申請方法などお気軽にご連絡ください。 

＜ 編集後記 ＞ 

6月に入るとカウントダウンで、6月21日の「国際ヨガの日」を祝うオンラインヨガイベントが数多く配信さ

れています。一昨年までは、多くの人が一斉に集い、ヨガを行うイベントが世界各地で開催されていましたが、

昨年より「国際ヨガの日」のイベントは様変わりしています。 

今号の表紙は、インドでの「国際ヨガの日」ヨガイベントの一昨年2019年と2015年の写真です。両日モディ

首相も参加されています。昨年は小規模開催でモディ首相はビデオ演説だけの参加でした。 

「国際ヨガの日」は2014年9月にモディ首相が国連総会に提案し、12月に国連総会は全会一致で「世界各国

政府に対し、この日をヨガの恩恵について認識を高める機会とするよう招請する決議」を採択し、制定されてか

ら今年で7回目を迎えます。 

「国際ヨガの日」が6月21日である理由は、この日が北半球において最も日が長くなる二

十四節気の「夏至」になることが多く、太陽のエネルギーが、一年で最も高まる日だからだそ

うです。また、「国際ヨガの日」のロゴマークは、人類が調和をもって平和でいることを表して

います。（調べて分かったにわかの知識です！） 

来年以降の「国際ヨガの日」には「集まってヨガイベントができなかったこともあったよね」

と遠い思い出話になることを切に願っています。（編集子）
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 入会随時受付中  

日印協会は、1903年、長岡護美、大隈重信、澁澤榮一の3名が中心となって創設されました。以来、日印の相互理解の

促進を目的として、両国の友好親善に関する事業を行ってきました。 

現在の協会の活動は、当協会の活動に賛同下さる会員の皆様からの会費によって支えられております。今後もより良い活

動を続けるために、当協会の活動にご賛同いただける法人･個人のご入会を歓迎致します。 

インドに関心をお持ちのお知り合いの方がいらっしゃいましたら、是非日印協会をアピールして下さい。ご希望により、

当協会の活動に関する諸資料をお送りいたします。日印協会の活動に賛同して頂ける多くの法人会員･個人会員のご入会をお

待ちしております。 

☆年会費: 個人           １口(8,000円)から ☆入会金 個人 2,000円 

学生           １口(4,000円)から 学生 1,000円 

一般法人会員   １口(100,000円)から 法人 5,000円 

特別法人会員   １口(150,000円)から       (一般法人、特別法人会員共に)  

 

 

 


